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全
国
漁
港
漁
場
協
会
は

１２
月
１
日
午
後
、
東
京
・
港

区
の
発
明
会
館
ホ
ー
ル
で

「
日
本
の
漁
港
・
漁
場
・
漁

村
を
良
く
す
る
全
国
集
会
」

を
開
き
、
全
国
か
ら
関
係
者

約
２
５
０
名
が
参
加
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
被
害
が

あ
ま
り
に
も
甚
大
で
あ
っ
た

た
め
１０
月
に
青
森
市
で
開
催

を
予
定
し
て
い
た
全
国
漁
港

漁
場
大
会
を
１
年
延
期
し
た

が
、
３
次
に
わ
た
る
補
正
予

算
の
編
成
、
震
災
を
踏
ま
え

た
来
年
度
予
算
の
要
求
、
次

期
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

の
策
定
な
ど
状
況
が
大
き
く

動
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
集
会
を
開
催
し
た
も
の
。

集
会
は
、
水
産
庁
の
橋
本

牧
漁
港
漁
場
整
備
部
長
の
次

期
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

と
来
年
度
水
産
基
盤
整
備
予

算
要
求
の
概
要
に
つ
い
て
の

講
演
の
ほ
か
、
菅
原
茂
気
仙

沼
市
長
、
清
水
泰
焼
津
市
長
、

大
城
一
郎
八
幡
浜
市
長
が
地

元
の
実
情
、
取
組
み
に
つ
い

て
意
見
発
表
を
行
っ
た
。

菅
原
市
長
は
「
東
日
本
大

震
災
を
経
験
し
た
気
仙
沼
市

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題

し
、
映
像
を
使
っ
た
震
災
の

被
害
状
況
や
気
仙
沼
漁
港
の

復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
説
明

す
る
と
と
も
に
「
生
鮮
カ
ツ

オ
の
水
揚
げ
が
例
年
の
３
分

の
１
な
が
ら
１５
年
連
続
日
本

一
と
な
り
、
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
。
市
の
震
災
復
興

計
画
の
副
題
を
市
民
公
募
で

『
海
と
生
き
る
』
と
し
、
今

後
と
も
海
と
深
く
関
わ
っ
て

い
き
、
早
期
の
水
産
都
市
の

復
活
を
目
指
す
」と
述
べ
た
。

清
水
市
長
は
「
大
震
災
後
、

懸
念
さ
れ
る
東
海
地
震
津
波

か
ら
い
か
に
し
て
市
民
の
命

を
守
る
か
に
腐
心
し
て
い

る
」
、
大
城
市
長
は
平
成
２４

年
度
末
に
完
成
予
定
の
八
幡

浜
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型

の
新
荷
さ
ば
き
所
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
「
新
荷
さ
ば

き
所
の
活
用
を
含
め
、
八
幡

浜
市
水
産
振
興
基
本
計
画
を

も
と
に
し
た
水
産
業
の
振
興

に
よ
る
地
域
特
性
を
活
か
し

た
『
儲
か
る
産
地
づ
く
り
』

を
目
指
す
」
と
述
べ
た
。
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１２
月
１
日
午
後
３
時
か

ら
、
東
京
・
港
区
虎
ノ
門
の

発
明
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て

１
５
０
名
を
超
え
る
参
加
者

で
平
成
２４
年
度
漁
港
・
漁
場

・
漁
村
・
海
岸
整
備
予
算
の

確
保
に
関
す
る
要
請
行
動
の

打
ち
合
わ
せ
会
議
を
開
催
。

最
初
に
田
中
潤
兒
会
長
が

挨
拶
。
そ
の
後
打
合
せ
に
入

り
、
田
村
信
雄
参
与
が
要
請

行
動
に
つ
い
て
説
明
し
た

後
、
直
ち
に
行
動
に
移
っ
た
。

要
請
は
、
各
省
庁
へ
の
要

請
を
行
う
「
合
同
要
請
」（
今

年
度
の
幹
事
県
を
中
心
に
４

班
編
成
）
と
都
道
府
県
漁
港

漁
場
協
会
が
地
元
選
出
国
会

議
員
に
要
請
を
行
う
「
個
別

要
請
」
に
分
か
れ
て
出
発
（
合

同
要
請
参
加
県
は
合
同
要
請

終
了
後
に
地
元
議
員
に
要

請
）。農
林
水
産
省
で
は
、
日
高

昭
彦
宮
崎
県
漁
港
漁
場
協
会

会
長
、
山
本
勇
二
広
島
県
漁

港
協
会
副
会
長
理
事
ら
１３
名

が
、
宮
原
正
典
水
産
庁
次
長
、

橋
本
牧
漁
港
漁
場
整
備
部
長

等
に
現
場
の
実
情
等
を
説
明

し
要
望
の
実
現
を
訴
え
た
。

国
土
交
通
省
で
は
、
小
島

愛
之
助
国
土
政
策
局
長
、
小

林
裕
幸
国
土
政
策
局
官
房
審

議
官
等
に
松
田
和
久
島
根
県

漁
港
漁
場
協
会
副
会
長
、
當

摩
栄
一
新
潟
県
水
産
振
興
協

会
会
長
ら
８
名
が
直
接
要
望

書
を
手
渡
し
た
。
ま
た
、
北

海
道
局
で
は
、
北
海
道
局
関

博
之
官
房
審
議
官
等
に
伏
見

悦
夫
北
海
道
漁
港
漁
場
協
会

会
長
ら
６
名
が
直
接
要
望
書

を
手
渡
し
た
。

要
望
書
の
要
旨
は
次
の
通

り
。【
平
成
２４
年
度
漁
港
・
漁

場
・
漁
村
・
海
岸
整
備
予
算

の
確
保
に
関
す
る
要
望
書
】

一
、
東
日
本
大
震
災
被
災

漁
港
漁
村
の
早
期
復
旧
・
復

興
と
地
震
・
津
波
対
策
の
強

化
一
、
漁
業
地
域
住
民
の
生

命
・
財
産
を
護
る
漁
港
・
漁

村
・
海
岸
の
防
災
・
減
災
対

策
の
推
進

一
、
安
全
安
心
な
水
産
物

の
安
定
供
給
を
支
え
る
漁
港

の
生
産
・
流
通
機
能
の
高
度

化
と
老
朽
化
対
策
の
推
進

一
、
豊
か
な
生
態
系
を
維

持
し
、
水
産
資
源
の
回
復
・

増
大
に
資
す
る
水
産
環
境
整

備
の
推
進

一
、
新
た
に
策
定
さ
れ
る

漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
に

よ
る
右
記
の
課
題
の
着
実
な

推
進

水
産
政
策
審
議
会
の
第
２９

回
漁
港
漁
場
整
備
分
科
会
が

１１
月
２１
日
、
東
京
港
区
の
南

青
山
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

分
科
会
は
、
近
藤
健
雄
分

科
会
長
（
日
本
大
学
理
工
学

部
教
授
）
の
進
行
に
よ
り
進

め
ら
れ
、
「
次
期
漁
港
漁
場

整
備
長
期
計
画
の
構
成
及
び

漁
港
漁
場
整
備
基
本
方
針
の

変
更
の
視
点
」
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
審
議
の
後
に
、
第
３

次
水
産
関
係
補
正
予
算
（
案
）

の
概
要
、
平
成
２４
年
度
水
産

予
算
概
算
要
求
の
概
要
に
つ

い
て
の
説
明
も
行
わ
れ
た
。

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

宇
賀
神
計
画
課
長
に
よ
る
資

料
説
明
の
後
、
各
委
員
よ
り

活
発
な
意
見
が
出
た
。

次
期
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
で
は
、
基
本
課
題
で
あ

る
�
災
害
に
強
い
安
全
な
地

域
づ
く
り
の
推
進
�
水
産
物

の
安
定
供
給
・
国
際
化
に
対

応
で
き
る
力
強
い
水
産
業
づ

く
り
の
推
進
�
豊
か
な
生
態

系
の
保
全
・
創
造
に
よ
る
水

産
資
源
の
回
復
・
生
産
力
の

向
上
の
３
つ
を
柱
と
し
て
い

く
方
針
が
示
さ
れ
た
。

基
本
課
題
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
災
害
に
強
い
安
全

な
地
域
づ
く
り
で
は
、
�
被

災
地
の
復
旧
・
復
興
、
拠
点

漁
港
に
お
け
る
漁
港
機
能
の

集
約
�
防
波
堤
、
陸
揚
岸
壁

の
耐
震
・
耐
津
波
の
強
化
�

漁
業
者
・
住
民
・
来
訪
者
の

安
全
を
確
保
す
る
避
難
路
・

避
難
施
設
の
整
備
�
地
震
津

波
等
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る

地
域
の
漁
港
漁
村
の
ハ
ー
ド

・
ソ
フ
ト
対
策
の
推
進
、
水

産
物
の
安
定
供
給
・
国
際
化

へ
の
対
応
で
は
、
�
拠
点
漁

港
の
高
度
衛
生
管
理
体
制
の

整
備
�
既
存
漁
港
施
設
の
長

寿
命
化
を
図
る
た
め
の
適
切

な
維
持
保
全
�
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
促
進
�
六

次
産
業
化
の
取
り
組
み
に
よ

る
漁
村
地
域
の
活
性
化
�
漁

村
の
生
活
環
境
の
改
善
、
資

源
の
回
復
・
生
産
力
向
上
で

は
、
�
藻
場
・
干
潟
の
保
全

・
造
成
、
底
質
改
善
、
魚
礁

設
置
等
に
よ
る
生
息
環
境
空

間
の
整
備
�
つ
く
り
育
て
る

漁
業
・
資
源
管
理
と
連
携
を

持
っ
た
漁
場
整
備
に
よ
る
海

域
の
基
礎
生
産
力
の
向
上
、

�
沖
合
域
で
の
資
源
の
積
極

的
な
保
護
・
育
成
、
沖
合
漁

場
の
整
備
�
自
然
環
境
の
変

化
等
に
適
切
に
対
応
を
行
う

こ
と
の
で
き
る
管
理
手
法
の

導
入
が
提
示
さ
れ
た
。

漁
港
漁
場
の
整
備
方
針
に

つ
い
て
も
、
次
期
長
期
計
画

の
基
本
課
題
と
同
様
の
３
項

目
に
方
向
性
が
変
更
さ
れ

た
。

委
員
か
ら
は
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
に
伴
う
「
拠
点
漁

港
」
の
決
定
方
法
な
ど
、
そ

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
質

問
が
多
く
出
さ
れ
る
と
と
も

に
、
革
新
的
な
技
術
を
活
用

し
た
先
端
的
な
モ
デ
ル
漁
港

の
設
置
・
国
際
化
な
ど
、
従

来
の
漁
港
の
規
模
別
に
よ
る

区
分
け
と
は
違
っ
た
視
点
か

ら
、
５
年
間
と
い
う
長
期
計

画
の
策
定
期
間
よ
り
も
長
い

ス
パ
ン
で
の
計
画
を
考
え
る

こ
と
も
必
要
で
あ
る
、
と
の

意
見
も
出
さ
れ
た
。

水
産
庁
の
橋
本
牧
漁
港
漁

場
整
備
部
長
は
、
「
応
急
復

旧
が
進
む
と
と
も
に
水
産
業

も
少
し
ず
つ
再
開
さ
れ
て
き

て
い
る
。
漁
港
の
機
能
向
上

も
含
め
、
本
格
的
な
復
興
に

向
け
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

当
た
っ
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。
ま
た
、
会
議
時
間
に
つ
い

て
、
２
時
間
で
は
委
員
か
ら

意
見
を
出
し
て
密
度
の
濃
い

検
討
を
行
う
こ
と
が
難
し
い

こ
と
か
ら
、
次
回
は
会
議
時

間
を
延
ば
し
て
も
ら
い
た
い

旨
の
要
望
も
出
さ
れ
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
本
日
各
委
員
か
ら
出
さ

れ
た
意
見
を
検
討
の
う
え
修

正
部
分
を
修
正
し
、
平
成
２４

年
２
月
上
旬
に
次
期
長
期
計

画
骨
子
取
り
ま
と
め
、
２
月

下
旬
に
次
期
長
期
計
画
本
体

の
検
討
、
３
月
上
旬
に
次
期

長
期
計
画
に
つ
い
て
の
答

申
、
３
月
下
旬
に
閣
議
決
定

の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
漁
港
海
岸
防
災
協

会
、
全
国
農
地
海
岸
保
全
協

会
、
港
湾
海
岸
防
災
協
議
会

及
び
�
全
国
海
岸
協
会
の
４

団
体
で
構
成
す
る
全
国
海
岸

事
業
促
進
連
合
協
議
会
（
会

長＝

磯
部
雅
彦
・
東
京
大

学
副
学
長
）
は
、
農
林
水
産

省
、
国
土
交
通
省
後
援
の
も

と
、
全
国
か
ら
海
岸
事
業
関

係
者
な
ど
３
４
０
名
を
超
え

る
参
加
を
得
て
、
１１
月
３０
日

午
後
１
時
か
ら
東
京
都
内
の

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー

（
砂
防
会
館
別
館
）
で
「
第

１５
回
海
岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ま
ず

主
催
者
を
代
表
し
磯
部
会
長

が
、
¬
３
月
１１
日
発
生
し
た

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
津

波
は
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
こ
れ
を
教
訓
に
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
災
害
を

受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

他
地
域
で
も
備
え
を
強
化
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
の
地

震
津
波
を
正
確

に
理
解
し
、
今

後
の
復
旧
・
復

興
を
加
速
す
る

た
め
に
価
値
あ

る
情
報
を
提
供

す
べ
く
、
様
々

な
分
野
で
活
躍

中
の
講
師
・
パ

ネ
リ
ス
ト
の
皆

様
を
お
迎
え
し

て
い
る
の
で
、

皆
様
で
情
報
を
共
有
し
、
一

日
も
早
く
復
旧
・
復
興
が
実

現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究
科
教
授
の
佐

藤
愼
司
氏
が
、
「
東
北
太
平

洋
沖
地
震
津
波
の
被
害
と
今

後
の
津
波
防
災
」
を
テ
ー
マ

に
基
調
講
演
を
行
い
、
今
回

の
よ
う
な
貞
観
タ
イ
プ
の
津

波
の
再
現
期
間
は
千
年
程
度

で
あ
る
た
め
、
耐
用
年
数
が

数
十
年
程
度
の
現
在
の
構
造

物
で
対
応
す
る
の
は
非
現
実

的
。
今
後
の
海
岸
堤
防
の
設

計
で
は
、
百
年
程
度
の
再
現

期
間
を
設
計
外
力
の
基
準
と

す
る
の
が
合
理
的
。
再
現
期

間
が
長
い
外
力
は
設
計
に
は

直
接
用
い
な
い
が
減
災
レ
ベ

ル
と
し
て
具
体
的
に
設
定
し

活
用
す
る
の
が
望
ま
し
い
と

構
造
物
防
護
の
効
用
と
限
界

に
つ
い
て
述
べ
た
。

基
調
講
演
に
続
き
、
日
経

Ｂ
Ｐ
社
日
経
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
記
者
の
島
津
翔
氏
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
五

十
嵐
崇
博
（
国
土
交
通
省
水

管
理
・
国
土
保
全
局
砂
防
部

海
岸
室
長
）、
尾
崎
友
亮
（
気

象
庁
地
震
火
山
部
地
震
津
波

監
視
課
津
波
予
測
モ
デ
ル
開

発
推
進
官
）、
木
村
省
二
（
ト

ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
物
流

管
理
部
長
）、
津
田
保
之
（
全

国
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連

合
会
監
事
）、
徳
増
幸
雄
（
静

岡
県
浜
松
市
危
機
管
理
監
）、

鷲
巣
俊
之
（
宮
城
県
土
木
部

次
長
）
及
び
基
調
講
演
を
行

っ
た
佐
藤
教
授
の
７
氏
を
パ

ネ
ラ
ー
と
し
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

二
部
構
成
で
進
め
ら
れ
、

第
一
部
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
か
ら
今
次
津
波
の
被
害

状
況
の
解
説
、
第
二
部
で
今

後
の
津
波
対
策
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
活
発
な
意
見
の
交
流

が
行
わ
れ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
今
回
の
地
震
津
波
の

記
録
と
教
訓
か
ら
幅
広
い
知

識
と
知
恵
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
今
後
発
生
が
心
配
さ
れ

て
い
る
地
震
津
波
に
対
す
る

備
え
が
必
要
で
あ
る
と
取
り

ま
と
め
を
行
い
閉
会
し
た
。

平成２３年１２月１５日 発行

毎月 １回１５日発行
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ええ
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日
本
の
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
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良
く
す
る
全
国
集
会

漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
な
ど
審
議

水
産
政
策
審
議
会

漁
港
漁
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整
備
分
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集会には約２５０人が参加した

漁 港 漁 場 月 報
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対
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で
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発
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促
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岸
シ
ン
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催
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関係省庁に予算要望

地元選出議員にも

復興や防災対策訴える

農林水産省にも要望

熱心に聞き入る参加者ら
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水
産
庁
の
第
３
回
漁
港
エ

コ
化
推
進
の
た
め
の
技
術
検

討
会
が
、
１１
月
２９
日
農
林
水

産
省
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え

て
水
産
庁
か
ら
提
示
さ
れ
た

中
間
と
り
ま
と
め
（
案
）
の

要
旨
を
中
心
に
議
論
が
行
わ

れ
た
。
案
に
お
い
て
は
、
漁
港
の

エ
コ
化
を
「
使
用
さ
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
、
化
石
燃

料
使
用
量
の
削
減
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の

削
減
を
図
り
つ
つ
漁
業
活
動

に
伴
い
排
出
さ
れ
る
二
酸
化

炭
素
の
削
減
を
行
う
こ
と
」

と
定
義
し
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
、
車
両
や
漁
船
の
電
動
化

等
そ
し
て
太
陽
光
発
電
や
風

力
発
電
の
活
用
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
提
案
。

エ
コ
化
に
よ
っ
て
地
球
温

暖
化
の
防
止
・
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
の
削
減
に
資
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
電
気
代

の
節
約
等
に
よ
る
経
営
改
善

や
エ
コ
に
取
り
組
む
漁
港
で

水
揚
げ
さ
れ
た
魚
と
い
う
付

加
価
値
の
向
上
が
見
込
め
る

こ
と
か
ら
、
現
場
で
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を
期
待
し
て

お
り
、
そ
の
一
助
と
し
て
、

取
り
組
み
の
評
価
を
認
定
す

る
仕
組
み
に
つ
い
て
も
述
べ

て
い
る
。
１０
年
後
に
、
Ｃ
Ｏ

２
削
減
率
が
１５
％
以
上
で
、

星
３
つ
、
１０
～
１５
％
で
星
２

つ
、
５
％
以
上
で
星
１
つ
と
、

そ
の
取
組
み
体
制
と
計
画
内

容
に
よ
っ
て
、
各
地
の
取
り

組
み
を
評
価
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

水
産
庁
と
し
て
は
、
今
年

度
末
ま
で
に
中
間
と
り
ま
と

め
を
行
い
、
２
年
程
度
時
間

を
か
け
て
現
場
の
声
を
聞
き

な
が
ら
技
術
的
な
課
題
を
整

理
し
て
最
終
と
り
ま
と
め
を

策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

検
討
会
で
は
、
長
崎
県
豆

酘
（
つ
つ
）
漁
港
で
今
年
７

月
か
ら
１０
月
に
か
け
て
行
わ

れ
た
漁
船
の
電
動
化
実
証
実

験
の
結
果
報
告
が
あ
っ
た
。

電
動
化
の
電
源
と
し
て
太

陽
光
発
電
と
商
用
電
力
を
併

用
し
た
場
合
、
従
来
の
船
外

機
船
と
の
比
較
で
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
も
燃
料
コ
ス
ト
も
９０

％
以
上
の
削
減
効
果
が
認
め

ら
れ
、
今
後
充
電
時
間
、
漁

港
に
お
け
る
充
電
作
業
の
操

作
性
、
蓄
電
や
充
電
設
備
の

コ
ス
ト
な
ど
の
課
題
は
残
る

も
の
の
、
漁
船
の
電
動
化
に

向
け
て
一
定
の
目
処
が
つ
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長＝

衛
藤

征
士
郎
衆
議
院
議
員
）
は
、

水
産
基
盤
整
備
事
業
予
算
の

確
保
と
漁
港
漁
場
漁
村
整
備

の
促
進
に
関
す
る
緊
急
特
別

決
議
を
と
り
ま
と
め
、
１１
月

１７
日
午
後
、
財
務
省
主
計
局

の
真
砂
靖
局
長
始
め
主
計
局

幹
部
に
対
し
て
予
算
の
確
保

と
関
係
施
策
の
実
現
を
強
く

申
し
入
れ
た
。

こ
れ
は
、
去
る
１１

月
２
日
に
開
催
さ
れ

た
議
員
連
盟
の
臨
時

総
会
に
お
い
て
、「
来

年
度
の
予
算
は
大
変

厳
し
い
も
の
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
議
連
と
し
て
は

我
が
国
水
産
業
及
び

水
産
業
を
支
え
る
地

域
が
活
性
化
す
る
よ
う
支
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
議
連

と
し
て
決
議
を
し
て
、
財
務

省
に
要
請
す
る
」
と
し
て
決

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

決
議
内
容
は
別
掲
の
通
り

で
あ
り
、
申
し
入
れ
に
参
加

し
た
国
会
議
員
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）
。
衛
藤
会
長
、

北
村
誠
吾
衆
議
院
議
員
（
議

連
事
務
局
長
）
、
谷
公
一
衆

議
院
議
員
、
宮
腰
光
寛
衆
議

院
議
員
、
末
松
信
介
参
議
院

議
員
。
こ
の
ほ
か
、
金
田
勝

年
衆
議
院
議
員
、
山
本
有
二

衆
議
院
議
員
の
秘
書
も
参
加

し
た
。

全
国
水
産
都
市
３
団
体
連

絡
協
議
会
（
会
長＝

押
尾

完
治
全
国
市
議
会
議
長
会
特

定
第
三
種
漁
港
協
議
会
会
長

・
焼
津
市
議
会
議
長
）
の
平

成
２３
年
度
定
期
総
会
が
、
１１

月
９
日
午
後

１
時
３０
分
か

ら
東
京
都
内

の
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
、

３
団
体
を
構

成
す
る
特
定

第
三
種
漁
港

市

長

協

議

会
、
特
定
第

三
種
漁
港
都

市
等
・
全
国

主
要
水
産
都

市
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会

及
び
全
国
市
議
会
議
長
会
特

定
第
三
種
漁
港
協
議
会
の
関

係
者
６０
名
弱
が
出
席
し
た
。

押
尾
完
治
会
長
が
「
水
産

業
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
な
か
、
３
月
の
東
日
本
大

震
災
は
三
陸
沿
岸
の
特
三
漁

港
を
始
め
多
く
の
漁
港
が
大

打
撃
を
受
け
た
こ
と
は
痛
恨

の
極
み
で
あ
る
。
当
協
議
会

と
し
て
は
国
等
の
関
係
機
関

へ
の
働
き
か
け
を
強
め
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
後
、

来
賓
の
牧
野
京
夫
自
由
民
主

党
水
産
部
会
長
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
参
入
は
漁
業
の
補
助
金

が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
大

変
な
問
題
と
な
る
。
復
旧
・

復
興
の
水
産
関
連
の
補
正
予

算
は
１
～
３
次
で
７
０
０
０

億
円
の
見
込
み
。
通
常
の
予

算
も
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
橋
本
牧
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
長
が
佐
藤
正

典
水
産
庁
長
官
の
祝
辞
を

「
東
日
本
大
震
災
で
は
、
水

産
に
か
か
る
全
て
が
被
災
を

受
け
た
。
こ
の
全
て
の
復
興

を
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら

進
め
て
い
く
。
単
な
る
現
状

復
旧
に
と
ど
ま
ら
な
い
レ
ベ

ル
を
目
指
す
」と
代
読
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
水
産
庁

の
橋
本
部
長
に
よ
る
「
漁
港

漁
場
整
備
に
お
け
る
現
下
の

課
題
～
震
災
復
興
、
予
算
、

長
期
計
画
な
ど
～
」
と
題
す

る
講
演
が
あ
り
、
「
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
関
し
て
は
、
５
月
連
休
後

の
１
次
補
正
に
引
続
き
、
今

回
の
３
次
補
正
ま
で
早
期
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
鋭
意

進
め
て
き
た
。
２４
年
度
水
産

基
盤
整
備
予
算
概
算
要
求
に

関
し
て
は
、
拠
点
漁
港
で
あ

る
特
三
漁
港
の
整
備
と
広
域

的
な
生
息
環
境
、
大
震
災
の

災
害
復
旧
と
漁
港
防
災
対
策

を
重
点
に
考
え
て
い
る
。
次

期
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

に
関
し
て
は
、
被
災
地
域
の

復
旧
・
復
興
、
漁
港
・
漁
場

の
耐
震
・
耐
津
波
強
化
と
長

寿
命
化
、
漁
村
の
防
災
・
減

災
対
策
強
化
、
漁
港
・
漁
村

の
エ
コ
化
推
進
に
検
討
の
視

点
を
向
け
る
」
と
、
説
明
が

あ
っ
た
。

講
演
の
後
、
押
尾
会
長
を

議
長
に
議
事
に
入
り
、
平
成

２３
年
度
の
役
員
選
任
結
果
の

報
告
及
び
２２
年
度
事
業
報
告

が
行
わ
れ
、
続
い
て
２２
年
度

歳
入
歳
出
決
算
、
２３
年
度
事

業
計
画
（
案
）
及
び
２３
年
度

歳
入
歳
出
予
算
（
案
）
に
つ

い
て
審
議
を
行
い
、
全
て
原

案
通
り
承
認
、
決
定
さ
れ
た
。

�
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研

究
所
と
�
全
国
漁
港
漁
場
協

会
は
、
水
産
庁
・
内
閣
府
の

後
援
の
も
と
２
０
０
名
を
超

え
る
参
加
者
を
得
て
１２
月
２

日
（
金
）
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
漁
業
地
域
の
復
旧
・

復
興
を
考
え
る
」
を
開
催
し

た
。第
一
部
の
基
調
講
演
で

は
、
ま
ず
越
澤
明
北
海
道
大

学
教
授
が
関
東
大
震
災
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
な
ど
過
去

の
大
災
害
の
復
旧
・
復
興
の

事
例
や
教
訓
を
踏
ま
え
た
東

日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興

の
課
題
や
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
述
べ
た
。

越
澤
教
授
は
、
海
沿
い
の

市
街
地
の
イ
ン
フ
ラ
の
早
期

復
旧
が
必

要
で
あ
る

に
も
か
か

わ
ら
ず
着

手
さ
れ
て

い
な
い
現

状
に
対
し

て
警
鐘
を

鳴
ら
し
た

上
で
、
復

旧
・
復
興

に
当
た
っ

て
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
�
地
元
で
暮
ら
し
て
き

た
人
々
の
早
期
の
生
活
再

建
、
雇
用
確
保
が
復
旧
・
復

興
の
大
目
的
で
あ
る
こ
と
�

国
、
県
、
市
町
村
は
イ
ン
フ

ラ
の
復
旧
・
復
興
の
レ
ベ
ル

を
早
期
に
決
断
す
る
こ
と

（
ま
ず
は
原
形
復
旧
）
�
現

行
の
法
・
財
政
制
度
で
実
施

可
能
な
復
旧
・
復
興
と
上
乗

せ
復
興
と
は
明
確
に
区
分

し
、
上
乗
せ
復
興
は
も
う
少

し
後
の
時
期
で
の
検
討
に
回

し
て
も
よ
い
こ
と
�
こ
れ
ま

で
地
元
で
一
度
も
議
論
し
た

こ
と
が
な
い
よ
う
な
復
興
メ

ニ
ュ
ー
（
例
え
ば
、
漁
村
の

統
合
、
漁
業
権
へ
の
企
業
参

入
な
ど
）
は
地
元
を
混
乱
さ

せ
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
提

示
に
つ
い
て
は
政
治
と
行
政

は
慎
重
に
す
べ
き
こ
と
�
自

力
再
建
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上

手
に
誘
導
す
る
と
と
も
に
、

投
資
は
生
活
再
建
に
効
果
的

な
施
策
（
津
波
避
難
ビ
ル
を

兼
ね
た
集
合
住
宅
、
高
齢
者

に
配
慮
し
た
共
同
住
宅
な

ど
）
に
集
中
投
資
す
る
こ
と

等
を
提
唱
し
た
。

続
い
て
、
佐
藤
健
一
気
仙

沼
市
危
機
管
理
監
が
大
津
波

の
状
況
や
イ
ン
フ
ラ
の
損

壊
、
火
災
と
い
っ
た
甚
大
な

被
害
状
況
、
さ
ら
に
は
発
生

直
後
か
ら
の
行
政
等
の
行
動

な
ど
を
写
真
や
動
画
を
用
い

て
リ
ア
ル
な
津
波
と
の
戦
い

の
記
録
を
説
明
し
た
後
、
今

回
の
震
災
を
踏
ま
え
、
地
域

の
文
化
と
し
て
の
「
津
波
て

ん
で
ん
こ
」
や
「
正
し
い
災

害
の
イ
メ
ー
ジ
」
な
ど
の
周

知
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
と
も
に
、
災
害
対
応

で
は
「
あ
く
ま
で
起
き
る
こ

と
を
前
提
に
し
た
計
画
・
訓

練
」
が
必
要
で
あ
る
と
提
唱

し
た
。
ま
た
、
佐
藤
管
理
官
は
、

沿
岸
部
の
大
規
模
火
災
の
映

像
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
助

け
て
ほ
し
い
と
い
う
情
報
が

入
っ
て
く
る
が
、
助
け
に
い

け
ず
忸
怩
（
じ
く
じ
）
た
る

思
い
で
あ
っ
た
」
と
語
り
、

涙
ぐ
む
場
面
も
あ
っ
た
。

第
二
部
で
は
漁
業
地
域
復

興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
提
言
報
告
を
行
っ
た
。

第
三
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
長
野
章
公

立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
名
誉

教
授
を
座
長
に
、
合
瀬
宏
毅

日
本
放
送
協
会
解
説
主
幹
、

藤
間
功
司
防
衛
大
学
校
シ
ス

テ
ム
工
学
群
教
授
、
本
田
直

久
水
産
庁
防
災
漁
村
課
課

長
、
森
部
慎
之
助
高
知
県
危

機
管
理
部
長
、
山
下
東
子
明

海
大
学
経
済
学
部
教
授
及
び

佐
藤
健
一
氏
の
６
名
を
パ
ネ

ラ
ー
に
、
「
漁
業
地
域
の
復

旧
・
復
興
を
考
え
る
～
復
旧

・
復
興
の
あ
る
べ
き
姿
と
は

～
」を
テ
ー
マ
に
議
論
し
た
。

は
じ
め
に
、
各
パ
ネ
ラ
ー

か
ら
の
今
回
の
震
災
を
踏
ま

え
た
漁
業
地
域
の
復
旧
・
復

興
及
び
今
後
津
波
被
害
の
危

険
性
が
高
い
地
域
の
津
波
防

災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
の

課
題
や
必
要
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
話
題
提
供
の
後
、

総
合
討
論
に
お
い
て
�
復
旧

・
復
興
で
新
た
に
考
慮
す
べ

き
視
点
と
必
要
な
取
り
組
み

と
は
？
�
東
海
・
東
南
海
・

南
海
地
震
へ
備
え
て
早
急
に

取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
は
？

の
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
各
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
長
野
座
長
が
「
�

復
旧
・
復
興
を
分
け
て
考
え

る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
た
復
旧
の

後
、
時
間
を
か
け
て
復
興
に

取
り
組
む
�
避
難
を
含
め
て

想
定
外
へ
の
対
応
を
考
え
て

お
く
�
被
災
後
の
広
域
的
な

支
援
体
制
を
事
前
に
整
え
て

お
く
」
と
総
括
し
て
締
め
括

っ
た
。
尚
、
内
容
の
詳
細
は
�
漁

港
漁
場
漁
村
技
術
研
究
所
の

「
研
報
」
に
掲
載
の
予
定
。

１１
月
２
日
（
水
）

静
岡
県
漁
港
漁
場
協

会
事
務
局
長
安
井
港
氏

１１
月
７
日
（
月
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
中
会
長
、
福
田
業
務

課
長
、
金
刺
主
事
は
徳

島
県
へ
出
張

１１
月
９
日
（
水
）

青
森
県
漁
港
漁
場
協

会
副
参
事
高
橋
猛
氏
、

同
協
会
業
務
課
総
括
主

査
牧
野
不
二
雄
氏

１１
月
１４
日
（
月
）

愛
媛
県
漁
港
漁
場
協

会
事
務
局
長
森
下
照
美

氏
１１
月
１７
日
（
木
）

八
丈
島
漁
業
協
同
組

合
代
表
監
事
汲
田
徳
行

氏

星星
のの
数数
でで
取取
りり
組組
みみ
評評
価価

「災害対策は起きること前提に」

����������	 
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漁業地域の復興テーマにシンポ

漁港漁場漁村技研・漁港漁場協

漁
港
エ
コ
化
推
進
検
討
会
で
議
論

水
産
庁

財
務
省
に
予
算
確
保
要
望

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
連

白熱したパネルディスカッション

財務省に要望内容を説明

漁 港 漁 場 月 報

漁港・漁場・漁村の整備促進に関する緊急特別決議

総
会
で
今
年
度
予
算
案
な
ど
決
定

水
産
都
市
３
団
体
連
絡
協
議
会

昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

関係者ら約６０人が出席した

自
１１
月
１
日

漁漁

港港

往往

来来

至
１１
月
３０
日
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